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研究成果の概要（和文）：宮古語大神島方言はとりわけ音声現象に特徴があって注目されてきたが、文法記述や
語彙記述については十分なものがなかった。そこで代表者は、島の最高齢者から聞き取り調査を行い、文法記述
を中心に語彙の収集にも努めた結果、周囲の宮古語諸方言と異なる興味深い文法的特徴が少なからず見られるこ
とを論文や発表で公開した。また、音声付きの用例も大量に記録することができたので、それらも含めて今後イ
ンターネット上で公開する予定である。

研究成果の概要（英文）：The Ogamijima Dialect of the Miyako Language has been attracting attention, 
especially for its distinctive phonetic phenomena, but the descriptions of its grammar and 
vocabulary are still insufficient. The author of this report has conducted a number of survey 
interviews with the oldest person on the island and made an effort to collect vocabulary, focusing 
on grammatical features, many of them different from the surrounding Miyako dialects. whose results 
were later published in academic papers and presentations. In addition to those, the interviewer 
managed to collect a large number of ＝relevant audio recordings, which will be made available on 
the Internet.

研究分野： 日本語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
宮古語大神島方言は宮古語のなかでも特徴的な方言であるにもかかわらず、島の人口は20人を切り、消滅の危機
が最も懸念される方言である。その方言の文法を詳細に記述し、語彙や音声付きの用例を豊富に収集したこと
は、将来的に大神島方言の復興を目指す際のきわめて大きな基盤となるものであり、学術的にも社会的にも大き
な意義がある。現在これらの成果を引き継いで実施されている科研で、その集大成の成果が公開される予定であ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 本研究が研究対象とする宮古語大神島方言は、ほかの宮古語諸方言に見られない特徴をいく
つも有している。とりわけ特徴的な音声・音韻の分野では、これまでにフランス語で執筆された
Pellard2009*などいくつかの研究がなされてきたが、文法の分野では広範囲ではあるが記述の
簡単な Pellard2009 の記述内容を超えるような詳細な研究がなかった。また、用例などの方言
テキストもこの段階までほとんどなかったといってよい。 
代表者のこれまでの研究で、音声・音韻の面だけでなく文法の面でも注目すべき現象が少なか

らず見られることが分かっている。こうした調査のなかで、方言テキストも徐々に蓄積が増えて
きている。 
大神島方言の詳細な調査がなされてこなかった理由の一つに、この島の宗教的な特徴がある

と思われる。この島の神行事は高齢の女性のみが担っているが、その内容は厳密に秘匿されてき
た。また、2013 年までは宿泊施設もなかったため、日帰りの調査しかできなかった。このよう
な調査の難しさが調査の深化を妨げていた可能性は否めないだろう。 
 
２．研究の目的 
 
 大神島方言は話者数が二十人程度で、琉球諸語の諸方言のなかでも消滅の危険度は極めて高
いため、早急な調査研究が必要である。本研究では豊富な実例をもとに文法体系の詳細な記述を
中心に行いながら、音声・音韻のこれまでの記述をさらに深め、収集中の語彙数を増やして意味
記述を豊かなものにしていく。あわせて、用例の豊富なテキストを作成し、この方言の全体像を
可能な限り記述することで、記録保存のみならず継承のためにも有用な良質の言語資源の作成
を目指す。 
 本科研の目的であり大きな特徴である点は、大神島方言の言語現象を総体的なものとして記
述しようとすることである。それは、世に多く見られる個別テーマの研究からは得られない、一
言語、一方言の音声・語彙・文法の全体記述である。代表者は過去に伊豆諸島の八丈方言につい
てこの手法で調査研究を行い、当時としてはほかの諸方言には例のない大きな成果をあげてい
る⁑。 
 
３．研究の方法 
 
 基本的には現地調査を繰り返し、少しずつ方言資料の質を高め量を増やすことである。それに
より分析の精度をあげていく。未知の部分が多い方言では、調査を繰り返すことでらせん状に少
しずつ資料の質を高めていく必要がある。そのためには膨大な時間と労力を要するが、そこには
現地の方言話者との親密な人間関係、信頼関係が不可欠である。そうした関係をベースに、良質
の資料を蓄積していく。 
ただ、現地の話者はみな高齢で、とりわけ代表者の対応をしてくださる話者は島の最高齢者で

あるため、連続の長時間の聞き取り調査はほぼ不可能で、1回の調査では数日以内、かつ一日２
～４時間が限界であるため、短期間の調査を何度も繰り返すことで、話者の負担を可能な限り軽
減する必要がある。（本科研の中心的な話者でる狩俣英吉氏は、2023 年 4 月に 98 歳で亡くなら
れました。ご冥福を祈ります。） 
 
４．研究成果 
 
 当科研による調査は毎年度５回ほど実施し、さらに、ほかの予算による調査も年に数回実施す
ることができた。これにより、文法記述や語彙集その他に必要な情報をきわめて順調に得て整理
することができた。 
 語彙集は令和４年度には３千５百語ほどまで増やすことができた。また、これまで調査して文
字化していた資料と録音とを文単位で切り取って関連付ける作業を継続して行なってきたが、
これも合計約６千７百余文を作成することができた。さらに、現地話者による単語や文の発話の
動画はこれまでの期間に２百以上記録済みである。これでもまだ十分な数とはいえないが、これ
により、音声・音韻に大きな特徴のある大神島方言を視覚的にも捉えることができるようになっ
ている。 
 発表論文としては、令和４年度の「宮古語大神方言 助辞 na:の複数性をめぐって」で琉球諸
語に広くみられる助辞ナーについて、大神方言ではきわめて特徴的に文法的意味の使用範囲を
広げていることを体系的に記述した。また発表論文としては、「大神方言の強調辞 tu の位置づ
け」、「存在動詞 uɿ（いる）と組み合わさるいくつかの述語形式について」、「移動と目的の構文 
－宮古語大神方言を例に－」、「比較をあらわす助辞のとりたて性について －日本語と宮古語大
神方言の検討から－」がある。前年度までに公開された多くの論文や発表をふくめて、本科研が



目指す総体的な文法記述のパーツが着実に揃いつつある。 
 以上の成果は、令和５年度からの新規科研に引き継がれ、令和７年度には言語三点セットであ
る辞書、文法書、テキストを完成させる予定である。 
 

*Pellard、  Thomas. 2009. Ogami: Éléments de description d’un parler du Sud des 

Ryukyu. Ph.D. dissertation、 École des hautes études en sciences sociales. 
⁑金田章宏（2001）『八丈方言動詞の基礎研究』笠間書院 
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